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曳、

巻頭言

タ郵玖彫掬

天 益 専._

手元 に低 温 セ ン ター だ よ り第1号(1973年1月)が あ る。編 集委 員 に私 の名 が み えるが 、名 ばか りで 、

発刊 に際 して表紙 のデザ イ ンを決 め る会議 に一度 出 た き りで あ った。従 って、 ほ どな く委員 の リス トか

らは はず され、 以後 、研 究 に専念 出 来 る こと とな った。 その後 、 セ ン ターだ よ りは歴代 の熱 心 な編 集委

員 に よ り、 委員 長 の 「阪大 オ リジ ナル」 を合 言葉 に健 全 な発 展 を遂 げ、50号 「The夢 」、100号 「希望 」

の記 念 号 を経 て今 日の116号(2001年10月 号)に 至 って い る。 あれ か ら もう30年 近 くもた った のか と改

め てお どろい てい る。

もう一冊 、低 温 セ ンター20周 年 記念 誌 「低 温の 歩跡 」が あ る。 その 中 には、 今 日の低 温 セ ン ター に至

る過 去 の先 達 の尽力 が記 されて いて 、大 量の 液体 ヘ リウム を当然 の こ との ように使 用 して来 た私 は改 め

て 頭 の下 が る思 い にお そわ れ るの であ る。 「血 の一 滴 」 の意味 のわ か ら ない若 い人 達 に も是非 一 度読 ん

で ほ しい と思 う。

さて 、 か くい う私 は 、研 究 面 でせ め て 「オ リジナ ル」 を心 が ける こ とで セ ンター よ りうけた恩 恵 に報

い たい と願 って きた。 そ うはい う ものの 、私 は元 来勉 強 が(こ の言 葉 か らして)き らいで 、 なま け もの

で あ った か ら、 あ らか じめ 出来 る だけ人 のや ってそ う にない テー マ に しぼる こ とで 競合 と摩 擦 を避 け、

省 エ ネ化 を計 り、 その分 独 り夢 を ひろ げ る道 を選 ん だ。 その 際、 入 は どうあ れ 自分 に とって は面 白い と

思 える こ とが 大事 で、 む しろ その事 が 何 に もま して優 先 した。 当 然、 「面 白 い」 に もグ レー ドが あ って

何 を面 白い と思 うかが 問題 で はあ るが。 結果 的 に、私 は研 究 を楽 しんだ。 しか し、 オ リジナ ルな成 果の

程 は心 も とな い。

今 まで は研 究 の ス タイ ル も対象 も人 それぞ れで あ って 良い と思 っ て きた。 しか し、避 けが た く評価 は

つ い て まわ る もの であ る。最 近 、大 学で もい ささか その度 が過 ぎて、私 の よう に面 白が ってい る だけの

人 種 には住 みづ ら くなっ て来 た と感 じてい る。何 とか今迄 や って 来 れた とした ら、時代 と私 を と りま く

研 究環 境 に恵 まれ た とい うに尽 きる。

この よ うな次 第 で ある か ら、今後 、 若い研 究 者 は どうす れば よい か につ い ての贈 る言葉 は ない。 くり返

す が オ リジナ ルな研 究 につ いて 、私 自身 は常 にそ の こ とが頭 の片 隅 にあ って、 まず は夢 を見 、 それ らの

中で現 実 に移せ る もの につ いて はそ れ な りに努 力 を して来 た つ も りで あ る。唯 、その 多 くは失敗 に終 り、

時 には 院生 が泣 きをみ た。 時 に う ま くい った と思 える ケー ス も振 り返 れ ば真 の オ リジ ナ ル に尚距 離 が

あ っ た。 オ リジナ ルは引 き合 わない 。そ れ を覚悟 で 、や っぱ りビ ック リす る様 な仕事 をや って ほ しい と

願 う。

セ ン ターだ よ りは毎年4号 のペ ースで発 行 され る ので あ と8年 あ ま りで150号 記念 とな る。

その 時、我 々は 尚 「夢 」多 く 「希望 」 に満 ちて い るで あろ うか。 答 え をその 中 に見 出す こ とが で きる

か どうか は、無 責任 だが 後 に続 く人達 にかか って い る。
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